
感謝 

 みなさんの、「感謝」と聞いて思い浮かぶ言葉とは何でしょうか。おそらく、多くが「あ

りがとう」ではないかと思います。では、その言葉を言われ、どのような気持ちになりま

すか。きっと、穏やかで温かな気持ちでしょう。でも、中学一年生くらいの時の私は違い

ました。冷たい笑顔の「ありがとう」が大嫌いでした。 

 というのも、当時の私はいじめられており、重苦しい気持ちの日々を過ごしていまし

た。常に表情は暗く、今よりも更にネガティブな私。心の救いはバスケと、自分の心の中

を文字にしてくれる書道だけ。ある日、そんな私をある一人の先生が叱ってくれました。

「チームを信じられない人間がコートに立つな。」腹が立ちました。でも、不思議なことに

その苛立ちはすぐに収まりました。正直に言うと、その理由は私にもよくわかりません。

ですが、あの時、叱られながらも言われた「先生の話から逃げんかったな。そういうお前

をみんなはちゃんとわかってくれてる。バスケ部に来てくれてありがとう。」という言葉を

今でも覚えています。あれだけ嫌だった「ありがとう」という言葉が、当時の私を救って

くれたのだと思います。その出来事があってから、殻にこもっていた自分が、前向きにな

り(※完全にポジティブになったわけではなく、今もネガティブですが)、目立たなくても

いいから誰かの役に立てるような人間になりたいと思うようになりました。 

 私たちの生活の中で必要不可欠なもの、それが言葉。伝え方ひとつで、何もかもが変わ

るかもしれない。感謝の言葉もそうです。皮肉めいた、冷たい「ありがとう」よりも、心

のこもった優しい「ありがとう」の方が素敵ですよね。自分の力だけで、何事もうまく進

められる人は少ないでしょう。家族や友人のように、私たちの周りには手を差し伸べてく

れる人がいて、そのおかげで今の自分がある。みなさんは、感謝を伝えられていますか。

私個人の印象では、みなさんはよく感謝を伝えられていると思います。そんなみなさんの

姿は、私に元気をくれます。私を笑顔にしてくれます。まだまだ経験は浅いのですが、先

生という仕事は、みなさんの存在があって成り立つものだと思っています。初めて過ごし

た野村中学校でのこの 1 年、みなさんのおかげで素敵なものとなりました。 

 なので、野村中学校のみなさんへ、今の私の大好きな言葉を。 ありがとう。 
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